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令和 2年度における施策の成果報告書

地方自治法第 233条第 5項の規定に基づき、令和 2年度決算にお

ける施策の成果を次のとおり報告します。

令和 3年 9月

鎌倉市長 松尾 串
示
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令和 2年度会計別決算状況

（単位：円）

~ 
歳 入 歳 出

歳入歳出

予算現額 収入済額 収入未済額 予算現額 支出済額 不 用 額
差引残額

般 会 計 85,132,575,295 82,961,236,298 1,125,562,705 85,132,575,295 79,307,086,752 3,927,874,192 3,654,149,546 

大船駅東口市街地
20,741,000 21,329,012 

゜
20,741,000 18,681,659 2,059,341 2,647,353 

再開発事業特別会計

国 民 健 康 保 険
16,303,851,000 16,124,078,107 359,996,263 16,303,851,000 15,718,424,591 585,426,409 405,653,516 事 業 特 別 会 計

公共用地先行取得
543,200,000 543,148,659 

゜
543,200,000 543,148,659 51,341 

゜事 業 特 別 会 計

介護保険事業特別会計 17,664,076,000 17,757,399,843 32,839,408 17,664,076,000 17,429,395,074 234,680,926 328,004,769 

後 期 尚,. 齢者 医療
5,889,777,000 5,895,994,047 19,271,340 5,889,777,000 5,845,033,479 44,743,521 50,960,568 

事 業 特 別 会 計

計 125,554,220,295 123,303,185,966 1,537,669,716 125,554,220,295 118,861,770,214 4,794,835,730 4,441,415,752 

（単位：円）

三
収 入 支 出

収支差引額

予算現額 収入済額
予算額に比べ

予算現額 支出済額 不 用 額
決算額の増減

収 益 的 収 支 7,157,460,000 6,907,248-,693 △ 250,211,307 6,715,588,000 6,397,621,572 134,896,428 509,627,121 

資 本 的 収 支 3,127,456,000 3,222,957,826 95,501,826 4,283,275,666 4,001,639,790 144,331,876 △ 781,921,964 

、-- ．． -. -- - -
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令和 2年度決算の実態

（単位：円）

翌年度へ繰越すべき一般財源
翌年度へ

区 ノ刀＼ 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 継続費 繰繰越越明許費 事故繰越し
計

実質収支 繰越すべき

逓次繰越分 繰分 繰越分 末収入特定財源

般 会 計 82,961,236,298 79,307,086,752 3,654,149,546 426,834,582 4,948,300 431,782,882 3,222,366,664 1,465,831,469 

大船駅東口市街地
21,329,012 18,681,659 2,647,353 2,647,353 再開発事業

国民健康保険事業 16,124,078,107 15,718,424,591 405,653,516 405,653,516 

特

公 士／ヒ呵ヽ 用 地
543,148,659 543,148,659 

゜ ゜
別 先行取得事業

会
介護保険事業 17,757,399,843 17,429,395,074 328,004,769 328,004,769 

計

後期高齢者
5,895,994,047 5,845,033,479 50,960,568 50,960,568 医 療 事 業

計 40,341,949,668 39,554,683,462 787,266,206 787,266,206 

合 計 123,303,185,966 118,861,770,214 4,441,415,752 

゜
426,834,582 4,948,300 431,782,882 4,009,632,870 1,465,831,469 

（単位：円）

区 ／刀＼ 
翌年度への繰越額

（公営企業会計）
収入 支出 収支差引額 継続費 地方公営企業法第26条

逓次繰越分 の規定による繰越額
計

下
収益的収支水 6,907,248,693 6,397,621,572 509,627,121 183,070,000 183,070,000 

道

事
資本的収支 3,222,957,826 4,001,639,790 △ 781,921,964 137,304,000 137,304,000 

業

（注）資本的収支の差引額には、翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する額 3,240,000円を差し引いた額を記載しています。



令和 2年度

鎌倉市下水道事業会計
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鎌倉市下水道事業会計

【総合計画上の位置づけ】

将来目標 安全で快適な生活が送れるまち

分野 下水道・河川

施策の方針下水道の整備・管理

［
 
事業の目的

対象市民等

ー

［
 

意図老朽化した下水道施設を計画的に維持管理し、安定的な下水道事業運営を行う。

効果安定した下水道処理が図られ、市民の生活環境の保全を図る。

事業の内容 】

・下水道事業は、公衆衛生の向上と生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を目的に、生
活基盤、都市基盤として公共下水道事業を運営するため、施設の整備、維持管理、下水道使
用料の賦課徴収等を実施した。

（款）下水道事業費用（項）営業費用（目）汚水管渠費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

汚水管渠費
【 道水路管理課・下水道経営課・
下水道河川課・作業センター・浄化センター】

［
 
事業の内容 】

・管路施設内の堆積物の除去、伏越箇所の浮遊物・堆積物の除去・清掃や蓋の不具合による
振動・騒音の解消及び道路陥没の原因となる破損した取付管等の修繕や布設替えを行った。

• 水質保全及び維持管理の向上を図るため、私設下水道修繕等の支援補助を行った。
・ストックマネジメント全体計画業務については、年度内に完了できないため、翌年度へ繰越し
を行った。

［
 

＜

備

動

燃

修

事業費

当初予算額

191,354 

出内訳＞

消品費

力費

料費

繕費

現額

173,670 
出済額

150,679 

通信運搬費

手数料

委 託 料

］
一
予

消耗品費

動力費

車両燃料費

汚水管渠等維持修繕料

機械設備修繕料

電気設備修繕料

その他修繕料（突発対応）

備品修繕料

車両修繕料

電信料

県道自費復旧事務費手数料

ガス検知器点検手数料

汚水管渠等浚渫業務委託料

緊急時汚水管渠等調査等業務委託料

水処理施設等運転管理業務委託料（低地排水施設）

低地排水ポンプ施設点検業務委託料

低地排水ポンプ施設浚渫業務委託料

緊急時低地排水ポンプ施設浚渫業務委託料

翌年度繰越額

1,080 

当初予算額

1,474 

7,000 

788 
38,557 

1,063 

5,334 

600 

745 

1,106 

1,475 

160 

51 

56,463 

3,920 

8,882 

429 

385 

446 

（単位：千円）

不用額

21,911 

支出了百『
829 

3,413 

269 
36,183 

856 

5,334 

500 

317 

735 

508 

1 
51 

56,119 

3,289 

7,977 

429 

385 

149 
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ストックマネジメント全佐計画業務委託粧（低地挑水施設） 1,080 

゜（翌年度への事故繰越し）

不明水調査委託料 10,346 6,435 

下水道事業計画変更業務委託料 30,781 14,696 

直営作業発生産業廃棄物収集運搬処理業務委託料 454 424 

使用料及び賃借料 下水道用地等賃借料 232 232 

維持補修用重機賃借料 463 244 

工事請負費公共下水道（汚水）維持修繕工事請負費（管渠、マンホール 3,996 

゜蓋・受枠交換等）

原材料費補修用原材料費 5,064 4,738 

負 担 金低地掟水ポンプ場（大町5号）電話回線工事負担金 12 

゜補 助 金共同私設下水道施設修繕等補助金 5,000 6,517 

私設汚水ポンプ施設修繕等補助金 5,000 

゜公 課 費 自動車重量税 48 49 
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（款）下水道事業費用（項）営業費用（目）雨水管渠費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

雨水管渠費 【下水道河川課・作業センター・浄化センター】

【 事業の内容 】

• 雨水調整池や低地排水ポンプ施設について、良好な状態を保持するため、定期点検等を専
門業者に委託するとともに、水路等の雨水排水施設の浚渫・清掃等の業務を委託した。

• 台風や大雨等による溢水や洪水等の被害を未然に防ぐため、水路や排水溝等の雨水排水施
設の修繕を行うとともに施設の浚渫・清掃等の業務を委託した。

・ストックマネジメント全体計画業務については、年度内に完了できないため、翌年度へ繰越し
を行った。

［
 

事業費 ］
 

（単位：千円）

当初予~~2681 予算現門，8231

く支出内訳＞

備消品費消耗品費

医薬材料費

動 力 費雨水調整池等動力費

光熱水費光熱水費

修 繕 費排水施設維持修繕料

雨水施設修繕料

通信運搬費電信料

手 数 料玉縄調整池自家用電気工作物点検手数料

玉縄調整池発電機棟非常用自家発電設備点検手数料

玉縄調整池無停電電源装置点検手数料

台調整池自家用電気工作物等点検手数料

台調整池直流電源装置点検手数料

台調整池防火対象物点検手数料

笛田調整池自家用電気工作物点検手数料

委 託 料水処理施設等運転管理業務委託料（雨水施設）

水処理施設等運転管理業務委託料（雨水低地排水ポンプ施設）

玉縄調整池発電機棟建物警備業務委託料

ストックマネジメント全体計画業務委託料（雨水施設）

（翌年度への事故繰越し）

雨水管渠等浚渫業務委託料

管理施設除草・枝払い等業務委託料

工事資材単価調査業務委託料

用地測量業務委託料

不動産鑑定評価業務委託料

フラップゲート点検業務委託料

工事請負費公共下水道（雨水）維持修繕工事請負費（明月川排水区）

原材料費補修用等原材料費

補償、補填及び賠償金 判1下湛君詔料勿移頃斐等；拝附賞念:

支出済冒，114I 翌年度繰悶!5~1 算額不:~~:
595 443 
13 13 
10,620 

50 
26,228 
3,707 

1,058 

176 

352 

170 

359 
132 
287 

89 
2,500 

124 

95 
10,450 

3,000 

3,000 

100 
1,500 

500 
1,100 
15,000 

4,963 

1,100 

5,678 
27 

24,394 
3,989 

957 

176 

352 

170 
359 

132 

287 
89 
2,241 

124 

95 

゜3,087 
2,417 

゜゚
゜1,045 5,113 
301 
625 
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（款）下水道事業費用（項）営業費用（目）ポンプ場費

◎下水道•河川 0下水道の整備・管理

ポンプ場費 【
道水路管理課・下水道経営課・
下水道河川課・浄化センター

】

【 事業の内容 】
．汚水中継ポンプ場の適切な維持管理を行い、汚水の安定送水を図った。

・ストックマネジメント全体計画業務については、年度内に完了できないため、翌年度へ繰越し
を行った。

・持続型下水道幹線再整備事業（新七里ガ浜ポンプ場）配置検討業務については、年度内に
完了できないため、翌年度へ繰越しを行った。

［
 

事業費

当初エ巴旦~
168,139 

く支出内訳＞

備消品費

薬品費

動力費

燃料費

光熱水費

修繕費

~ 鱈 91,993 

通信運搬費

手数料

委 託

使用料及び賃借料

原材料費

公課費

消耗品費

薬品費

中継ポンプ場等動力費

車両燃料費等

光熱水費

機械電気設備等修繕料

その他修繕料（突発対応）

車両修繕料

電信料

自家用電気工作物点検手数料

非常用自家発電設備点検手数料

無停電電源装置点検手数料

西部ポンプ場真空遮断器精密点検料

料水処理施設等運転管理業務委託料（ポンプ場）

七里ガ浜ポンプ場等計装設備点検業務委託料

南部ポンプ場点検業務委託料

脱臭設備保守業務委託料

ポンプ場浚渫及び沈砂搬出業務委託料

し濱運搬業務委託料

し濱処分業務委託料

ストックマネジメント全体計画業務委託料（ポンプ場）

（翌年度への事故繰越し）

持続型下水道幹線再整備事業（新七里ガ浜ポンプ場）

配置検討業務委託料（翌年度への事故繰越し）

極楽寺ポンプ場災害対策用発電機賃借料

補修用原材料費

自動車重量税

翌年度繰越額

56,120 

当初予額
100 

22 

46,120 

231 

885 

9,884 

1,000 

196 

887 

1,931 

1,650 

706 

440 

33,708 

2,657 

33 
5,500 

1,149 

484 

331 

7,550 

（単位：千円）

不用額

12,211 

支出了百『
98 

20 
38,648 

115 

431 
8,968 

872 

137 

770 

1,925 

1,194 

706 

440 

30,306 

2,657 

33 

1,943 

834 

445 

157 

゜51,370 

1,188 

110 

7 

0

8

9

7

 

8

9

 

ー
，
 

ー
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（款）下水道事業費用（項）営業費用 （目）七里ガ浜浄化センター処理場費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

I七里ガ浜浄化センター処理場費 【 浄化センター ］ I 
【 事業の内容 】

• 公共下水道終末処理施設の管理運営について、運転管理は民間委託で、水質管理は職員
が行い、良好な水質環境の維持を図った。

・流入水、放流水などの水質検査等を実施し、適正な水質管理、環境保全を図った。

・ストックマネジメント全体計画業務については、年度内に完了できないため、翌年度へ繰越し
を行った。

• 耐震診断業務については、年度内に完了できないため、翌年度へ繰越しを行った。

事業費 （単位：千円）

~ 三く支出内訳＞
支出済墾三
429,418 翌年度繰翌三ピー

当初予額

132 

2,000 

28,022 

96,430 

15 

366 

6,567 

12,485 

15,017 

4,355 

不用額

29,831 
支面百藷~

報償費

備消品費

薬品費

動力費

燃料費

光熱水費

修繕費

通信運搬費

手数料

海水検査に伴う船借上げ謝礼

消耗品費

薬品費

水処理設備等動力費

燃料費

光熱水費

水処理設備機器修繕料

汚泥処理設備機器修繕料

電気設備修繕料

建築付帯設備機器修繕料

その他修繕料（突発対応）

車両修繕料

電信料

自家用電気工作物点検手数料

非常用自家発電設備点検等手数料

委 託 料 水処理施設等運転管理業務委託料（七里ガ浜浄化センター）

使用料及び賃借料

脱臭設備保守委託料

中央監視制御装置点検業務委託料

計装設備点検業務委託料

魚介藻類影響調査業務委託料

ワカメ調査業務委託料

場内各槽浚渫業務委託料

汚泥運搬業務委託料（山崎浄化センター行き）

汚泥運搬業務委託料（有効利用施設行き）

汚泥処理処分業務委託料（有効利用施設）

洗浄沈砂運搬業務委託料（有効利用施設行き）

洗浄沈砂処理処分業務委託料（有効利用）

産業廃棄物処理処分業務委託料

行合川清掃（除草）業務委託料

行合川清掃（薬剤散布）業務委託料

電話保守点検業務委託料
ストックマネジメント全体計画業務委託料

（七里ガ浜浄化センター）（翌年度への事故繰越し）

耐震診断業務委託料（翌年度への事故繰越し）

清掃業務委託料

NHK受信料

3,000 

192 

82 

2,725 

1,425 

251,355 

8,327 

4,070 

6,600 

1,320 

500 

198 

19,184 

5,335 

8,195 

495 

940 

143 

330 

337 

159 

7,190 

102,500 

353 

15 

132 

1,948 

24,757 

77,212 

゜209 6,618 
11,880 

15,220 

2,030 

2,838 

192 

63 
2,717 

1,324 

231,733 

7,029 

4,070 

6,600 

1,320 

500 

198 

17,418 

3,896 

6,110 

276 

524 

66 

330 

337 

158 

゜
゜353 14 
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災害対策用発電機賃借料

原材料費補修用原材料費

800 

700 

778 

568 

（款）下水道事業費用（項）営業費用（目） 山崎浄化センター処理場費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

I山崎浄化センター処理場費 【 職員課・浄化センター

【 事業の内容 】

• 公共下水道終末処理施設の管理運営について、運転管理は民間委託で、水質管理は職員
が行い良好な水質環境の維持を図った。

・流入水、放流水などの水質検査等を実施し、適正な水質管理、環境保全を図った。

・ストックマネジメント全体計画業務については、年度内に完了できないため、翌年度へ繰越し
を行った。

］ | 

［
 

事業費

当初予算額 I 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 I 不用額
819,694 I 752,871 710,382 s, 730 I 36,759 

く支出内訳＞ 当初予算額 支出済額

備消品費消耗品費 15,348 15,122 
薬 品 費薬品費 26,342 24,679 

動 力 費動力費 182,700 150,337 

燃 料 費燃料費 110 68 

光熱水費光熱水費 1,100 863 

修 繕 費水処理設備機器修繕料 108,638 94,908 

汚泥処理設備機器修繕料 5,331 4,876 

汚泥焼却設備機器修繕料 24,150 20,856 

電気設備機器修繕料 7,885 7,766 

建築付帯設備機器修繕料 23,013 21,702 

その他修繕料（突発対応） 5,000 4,911 

備品修繕料 263 193 

車両修繕料 135 84 
通信運搬費電信料 350 314 
手 数 料 自家用電気工作物点検手数料 2,668 2,354 

非常用自家発電設備点検手数料 1,232 1,232 

無停電電源装置点検手数料 973 973 

エレベータ保守点検手数料 636 636 

臭気測定手数料 543 389 

水質分析手数料 2,741 1,297 

業務用空調機器定期点検等手数料 1,111 842 

委 託 料水処理施設等運転管理業務委託料（山崎浄化センター） 238,634 218,658 

汚泥焼却施設運転管理業務委託料 91,098 74,272 

脱臭設備保守業務委託料 22,847 18,308 

電子計算機等点検業務委託料 5,016 3,993 

計装設備点検業務委託料 6,490 6,490 

汚泥焼却設備点検業務委託料 7,689 6,204 

場内各槽浚渫業務委託料 198 198 

焼却灰運搬業務委託料 2,970 2,349 

焼却灰処理処分業務委託料 5,610 4,437 

汚泥運搬業務委託料（有効利用施設行き） 5,335 4,993 

汚泥処理処分業務委託料（有効利用施設） 8,195 7,831 

沈砂運搬業務委託料 102 61 

］
 

（単位：千円）
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しi査運搬業務委託料 259 187 

し濱処理処分業務委託料 737 368 

一時保管珪砂運搬業務委託料 726 694 

一時保管珪砂処理処分業務委託料 1,375 1,334 

産業廃棄物処理処分業務委託料（金属等） 143 66 

産業廃棄物処理処分業務委託料（薬品等） 150 112 

改修工事撤去機器処理処分業務委託料 726 495 

電話保守点検業務委託料 264 264 

清掃業務委託料 508 508 

ストックマネジメント全佐計画業務委託粧（山崎挽化センター） 5,730 

゜（翌年度への事故繰越し）

使用料及び賃借料 NHK受信料等使用料 59 58 

災害用発電機賃借料 800 778 

イオンクロマトグラフ賃借料 1,351 1,326 

複写機賃借料 276 108 

原材料費補修用原材料費 700 630 
公 課 費 自動車重量税 ， 8 
く支出内訳＞会計年度任用職員給与費に係るもの

都市整備部浄化センター

職員給与費 1,428 1,250 

報酬 会計年度任用職員 1,126 1,097 

浄化センター技術補助職員 1人

・職員手当等 158 153 

期末手当

• 旅費 144 

゜費用弁償

0現金の支出を伴わないもの（事業費欄には含めない）
賞与引当金繰入額 81 81 

賞与引当金繰入額
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（款）下水道事業費用（項）営業費用（目）普及指導費
◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

巳 ［
 

下水道経営課

］ ー

【 事業の内容 】

• 公共下水道供用開始対象者へ下水道接続のための普及・啓発を行った。
• 水洗化改造家屋等に対する助成を行った。

【 事業費 】 （単位：千円）
当初予額 予現額 出済額 翌年文繰越額 不用額
18,855 16,858 1,104 15,754 

く支出内訳＞ 出済額
備消品費消耗品費 105 94 
燃 料 費燃料費 154 35 
印刷製本費印刷製本費 119 45 
修 繕 費車両修繕料 208 152 
委 託 料公共汚水ます等老朽化点検委託料 1,997 

゜補 助 金 くみ取り便所改造工事等資金補助金 2,170 770 
共同私設下水道布設工事補助金 6,540 

゜私設汚水ポンプ施設設置補助金 7,512 

゜浄化槽雨水貯留施設設置補助金 40 

゜補償、補填及び賠償金 遥11刈佼糾内時ネ甫てん金 1 

゜公 課 費 自動車重量税 ， 8 

（款）下水道事業費用（項）営業費用（目）業務費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

已 ［
 
職員課・下水道経営課 ］ | 

【 事業の内容 】

・下水道使用料の賦課を行い、徴収を委託した。

• 下水道事業受益者負担金及び受益者分担金の賦課及び徴収を行った。

【 事業費 】 （単位：千円）
当初予額 予現額 出済額 翌年文繰越額 不用額
110,275 109,991 108,203 1,788 

く支出内訳＞ 出済額
報 償 費受益者負担金一括納付報奨金 276 261 

受益者分担金一括納付報奨金 90 140 
備消品費消耗品費 135 82 
印刷製本費印刷製本費 93 88 
委 託 料下水道使用料一括徴収事務委託料 103,020 101,749 
使用料及び賃借料 下水道受益者負担金・分担金システム賃借料 1,008 1,008 
負 担 金藤沢市への汚水処理負担金 2,737 2,376 

横浜市への汚水処理負担金 1,063 1,063 
逗子市への汚水処理負担金 376 333 

く支出内訳＞会計年度任用職員給与費に係るもの

都市整備部下水道河川課
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職員給与費 1,477 1,103 

・報酬 会計年度任用職員 1,102 944 

会計年度事務補助職員 1人

・職員手当等 162 121 

期末手当

・法定福利費 8 

゜雇用保険料

• 旅費 205 38 

費用弁償

0現金の支出を伴わないもの（事業費欄には含めない）
・賞与引当金繰入額 80 80 

賞与引当金繰入額

・法定福利費引当金繰入額 1 

゜法定福利費引当金繰入額

（款）下水道事業費用（項）営業費用（目）総係費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

総係費 ［
 

下水道経営課・道水路管理課
職員課・総務課・公的不動産活用課

ー

【 事業の内容 】
・下水道事業に係る郵便料や保険料、各種負担金など運営に係る庶務を行った。
・下水道占用料の賦課及び徴収を行った。

【 事業費

当初予算額
】
予算現額 出済額

（単位：千円）

不用額
226,747 I 232,403 I 22s,405 

く支出内訳＞

報 酬下水道事業運営審議会委員報酬 8人
報 償 費放流水影響調査対策協議会委員報償費

旅 費普通旅費

研修旅費
備消品費消耗品費

通信運搬費岬，，便料
手 数 料プータ伝送サービス利用等手数料
保 険 料下水道損害賠償等保険料

委 託 料消費税及び地方消費税確定申告書作成業務委託料

経営戦略策定支援業務委託料

公営企業会計に関する助言及び指導業務委託料
使用料及び賃借料 0営企業会計システム賃借料

電子複写機賃借料
負 担 金研修及び諸会議出席者負担金

日本下水道協会負担金

神奈川県下水道協会負担金

派遣職員人件費負担金
補償、補填及び賠償金 rォQ迂t責｛壬僻音｛賞金：

翌年度繰越額

当初予

510 

60 

272 

105 

316 

535 

320 

1,730 

100 

1,661 

2,669 

1,399 

260 

518 

537 

42 

゜2,000 

3,998 

出

-― 
済額

484 

30 

16 

12 

201 

216 

274 

1,641 

100 

495 

2,668 

1,399 

160 

゜536 42 
7,600 

1,744 
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く支出内訳＞職員給与費に係るもの

都市整備部のうち都市整備総務課・道水路管理課（路政担当）・下水道河川課・作業センター・
浄化センター

職員給与費

・給料 一般職

一般職職員 27人

短時間勤務職員 4人

・職員手当等

扶養手当

地域手当
通勤手当

超過勤務手当

休日給

管理職手当

特殊勤務手当

期末勤勉手当

住居手当

児童手当

・法定福利費

市町村職員共済組合負担金

社会保険料

雇用保険料

く支出内訳＞会計年度任用職員給与費に係るもの

都市整備部道水路管理課

職員給与費

・報酬 会計年度任用職員

会計年度事務補助職員

・法定福利費

雇用保険料

• 旅費
費用弁償

く支出内訳＞ 現金の支出を伴わないもの（事業費欄には含めない）

・賞与引当金繰入額

賞与引当金繰入額

・法定福利費引当金繰入額

法定福利費引当金繰入額

・貸倒引当金繰入額

213,511 

109,816 

69,075 66,405 

3.,859 4,091 

17,359 17,388 

3,787 3,122 

6,159 4,527 

28 59 
2,035 2,170 

237 183 
29,482 28,998 

4,441 4,261 

1,688 1,606 

34,620 35,796 

31,142 33,800 

3,348 1,700 

130 296 

202 

177 

2
 

23 

15,334 

2,848 

1,138 

210,787 

108,586 

0

0

 

゜
゜
15,334 

2,848 

425 
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（款）下水道事業費用（項）営業費用（目）減価償却費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

巴
【 事業の内容 】

・下水道事業に係る固定資産の減価償却費を計上した。

下水道経営課 ］ | 

［
 

事業費

当初予算額 I 予算現額 I 支出済額 I 翌年度繰越額 I 不用額
I I I I 

゜く支出内訳＞ 現金の支出を伴わないもの（事業費欄には含めない） 当初予算額 支出済額

．宜形固定資産撼価償邸豊 3,919,763 3,919,820 

ー （単位：千円）

（款）下水道事業費用（項）営業外費用 （目）支払利息及び企業債取扱諸費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

I支払利息及び企業債取扱諸費 【 下水道経営課

【 事業の内容 】

・ 下水道事業の財源として借り入れた市債の償還に伴う利子を支出した。

・下水道事業の財源として一時的な借入はなかったため、一時借入金利子の支出はなかった。

ー| 

［
 

事業費

当初予算額 I 予算現額 I 支出済額 I 翌年度繰越額 I 不用額
576,100 I 563,462 I 563,362 I I 100 

く支出内訳＞ 当初予算額 支出済額

企業債利息長期債支払利子 576,600 563,362 

一時借入金利息 一時借入金利子 100 

゜く主な特定財源＞

・地方債 207,700 

］
 

（単位：千円）

（款）下水道事業費用（項）営業外費用 （目）消費税及び地方消費税

◎下水道•河川 0下水道の整備・管理

I消費税及び地方消費税 【 下水道経営課

【 事業の内容 】

・下水道事業に係る消費税及び地方消費税を支出した。

］ | 

【 事業費 】

当初予り:.oooI 予算門喜，000
く支出内訳＞

消費税及び地方消費税 i肖費汗秒も及ひ吐也支弁肖費昧兌

出竺墾
120,000 

翌年度繰越額

（単位：千円）

不用額

゜当初予算額 支出済額

170,000 120,000 
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（款）下水道事業費用（項）営業外費用

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

巴
（目）雑支出

［
 

下水道経営課

ー| 
［
 
事業の内容 】
・過納、誤納が生じた下水道使用料等について払い戻しはなかった。

• 水洗便所改造等資金貸付金償還金を不納欠損処分するため、処分額を雑支出で計上した。

［
 

事業費

当初予で同『

320 

］
＿
予 現額

320 

出済額

゜
翌年度繰越額

（単位：千円）

不用額

く支出内訳＞

その他雑支出 下水道使用料過誤納返還金

受益者負担金過誤納返還金

受益者分担金過誤納返還金

畜。。。

出

く支出内訳＞ 現金の支出を伴わないもの（事業費欄には含めない）

• その他雑支出
内訳

水洗便所改造等資金貸付金償還金の不納欠損

控除対象外消費税

0

0

0

 

730 

638 

92 

（款）資本的支出（項）建設改良費（目）汚水管路建設費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

汚水管路建設費 【職員課・下水道経営課・下水道河川課】

［
 
事業の内容 】

• 下水道法第23条（公共下水道台帳の作成・保管•閲覧の義務付け）に基づき、下水道台帳の調
製を行い、市民等への情報提供を行った。

．宅内排水設備の設置に伴い、未設置となっている公共汚水ますを設置した。

• 汚水管渠実施設計業務については、年度内に完了できないため、翌年度へ繰越しを行った。

［
 

］
一
予 現額
16,137 

出済額

8,567 

＜

備

燃

修

手

委

事業費

当初予了百『

18,624 

出内訳＞

消品費

料費

繕費

数料

託料

公 課 費

消耗品費

燃料費

車両修繕料

各種機器点検等

汚水台帳調製委託料

公共汚水ます設置業務委託料（市街化区域）

公共汚水ます設置業務委託料（調整区域）

工事資材単価特別調査委託料

汚水管渠実施設計業務委託料（翌年度への建設改良費繰越）

自動車重量税

く支出内訳＞会計年度任用職員給与費に係るもの

都市整備部下水道河川課

翌年度繰越額

5,192 

当初予算額

391 

152 

271 

79 

3,110 

3 
574 

62 

5,192 ， 

（単位：千円）

不用額

2,378 

出百霞
381 

110 

64 

72 

1,349 

4,625 

゜゚
゜7 
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職員給与費

・報酬 会計年度任用職員

会計年度事務補助職員 2人

・職員手当等

期末手当

・法定福利費

社会保険料

雇用保険料

• 旅費
費用弁償

く主な特定財源＞

・地方債

（款）資本的支出（項）建設改良費（目）雨水管路建設費

◎下水道•河川 0下水道の整備・管理

I雨水管路建設費 【

【 事業の内容 】

3,050 1,959 
2,168 1,660 

305 225 

289 

゜278 

゜11 

゜288 74 

4,390 

下水道河川課

．浸水被害解消に向け、西御門川雨水幹線の雨水排水施設実施設計業務を委託した。
• 前年度からの建設改良費繰越により、関谷川第2雨水幹線の雨水排水施設築造工事を行っ
た。

• 小袋谷川右岸排水区外1件の雨水排水施設築造工事については、年度内に完了できないた
め、翌年度へ繰越しを行った。

• 下水道法第23条（公共下水道台帳の作成・保管•閲覧の義務付け）に基づき、下水道台帳の
調製を行い、市民等への情報提供を行った。

【 事業費 】
当初予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額

（単位：千円）

不用額
142,211 I 115, 1s4 I 6o,5so 

く支出内訳＞

手 数 料県道自費復旧事務費手数料

委 託 料雨水台帳調製委託料

雨水管渠建設に伴う家屋損害状況調査業務委託料

雨水排水施設実施設計等業務委託料

雨水排水施設調査業務委託料
工事請負費公共下水道（雨水）築造工事請負費

内訳

関谷川第2雨水幹線（玉縄四丁目4番地先）
（前年度からの建設改良費繰越）

小袋谷川右岸排水区（山ノ内731番地先）
（翌年度への建設改良費繰越）

関谷川第2雨水幹線（玉縄四丁目4番地先）
（翌年度への建設改良費繰越）

補償、補填及び賠償金 雑!T坦請斐地り毛多詔t等沖甫｛賞金:

75, 冒~~ 算額支』篇閂
600 2 
3,237 253 
880 0 
42,500 33,561 
0 500 

75,000 26,264 

0 26,264 

55,000 0 

20,000 0 

20 000 ， 

゜

］ | 
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く主な特定財源＞

•国県支出金
・地方債

7,500 
49,333 

（款）資本的支出（項）建設改良費（目）汚水管路改良費

◎下水道•河川 0下水道の整備・管理

I汚水管路改良費 【 下水道河川課

ーI 
【 事業の内容 】

・経年劣化が著しい汚水管路施設を対象に、施設の機能低下、施設の破損等による道路陥
没、そして浸入水による溢水などに対する予防保全措置を講じた。

• 前年度からの建設改良費繰越により、西部圧送管の公共下水道（汚水）改築工事及び監督支
援業務を行った。

• 前年度からの建設改良費繰越により、台汚水幹線外の汚水耐震化工事を行った。
• 鎌倉処理区の人孔蓋・受枠等交換工事については、年度内に完了できないため、翌年度へ
繰越しを行った。

• 小袋谷汚水幹線及び大船東枝線外の汚水耐震化工事については、年度内に完了できない
ため、翌年度へ繰越しを行った。

［
 

事業費

三
（単位：千円）

く二
手数料

委託料

工事請負費

支出門勺，190I 翌年度繰胃!1~1 算額不：｀
180 32 県道自費復旧事務費手数料

工事資材単価特別調査委託料

公共下水道（汚水）改築工事監督支援業務委託料

（前年度からの建設改良費繰越）

人孔蓋・受枠等交換工事請負費（ストックマネジメント計画）

内訳

中部第2汚水幹線外（雪ノ下三丁目3番先外）

鎌倉処理区（翌年度への建設改良費繰越）

汚水耐震化工事請負費

内訳

手広第2汚水幹線外（手広三丁目14番先外）
台汚水幹線外（山ノ内729番地先外）
（前年度からの建設改良費繰越）

小袋谷汚水幹線（大船四丁目21番先外）
（翌年度への建設改良費繰越）

大船東枝線外（岩瀬一丁目15番先外）
（翌年度への建設改良費繰越）

公共下水道（汚水）改築工事請負費 O 

西部圧送管（稲村ガ崎三丁目5番先外）（前年度からの建設改良費繰越）

2

0

 

6
 

17,996 

17,996 

゜30,470 
19,085 

゜11,385 

゜
く主な特定財源＞

•国県支出金
・地方債

13 

5,742 

15,116 

15,116 

゜29,700 
17,916 

11,784 

゜
゜259,587 

17,093 

271,058 
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（款）資本的支出（項）建設改良費（目）処理場建設改良費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

I処理場建設改良費 【

【 事業の内容 】

• 前年度からの建設改良費繰越により、制御設備棟冷暖房設備の取替を行った。

浄化センター

ーー

【 事業費

当初予算額
】
予算現額 出済額

（単位：千円）

不用額

゜
4,730 4,730 

く支出内訳＞

委 託 料制御設備棟冷暖房設備取替委託料

（前年度からの建設改良費繰越）

翌年度繰越額

当初予

゜
出寄ナ
4,730 

（款）資本的支出（項）建設改良費（目）建設総係費

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

巴竺竺 ［
 

職員課 ］ | 
［
 

事業費 ]-
（単位：千円）

当初予讐。421 予算現:,201I 支出済:,8371 翌年度繰越額 |― 不用額 364
く支出内訳＞職員給与費に係るもの

都市整備部のうち都市整備総務課・道水路管理課（路政担当）・下水道河川課・作業センター・
浄化センター

職員給与費

• 糸合廂十 一—舟赳I蔽
一般職職員 12人

短時間勤務職員 2人

・職員手当等

扶養手当

地域手当

通勤手当

超過勤務手当

休日給

管理職手当

特殊勤務手当

期末勤勉手当

住居手当

児童手当

・法定福利費

市町村職員共済組合負担金

社会保険料

雇用保険料

当初予算額

109,042 

51,692 

支出済額

98,837 
46,897 

39,627 35,290 

1,754 1,705 
8,157 7,496 
1,776 1,369 
2,799 1,928 
12 25 
925 904 
108 77 
21,310 19,342 
2,019 1,775 

767 669 

17,723 16,650 
16,088 15,755 
1,564 721 
71 174 
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（款）資本的支出（項）建設改良費（目）固定資産購入費
◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

|固定資産購入費 【 下水道河川課・浄化センター 】1

【 事業の内容 】
・適正な水質管理に必要な機器を購入した。

【 事業費

当初予算額

18,614 
く支出内訳＞

】
予算現額

18,614 
支出済額

2,217 
翌年度繰越額

当初予

（単位：千円）

不用額

16,397 

出~「
有形固定資産購入費 下汁G直片杜也賄t入費'(雨i7k)

全自動ガラス器具洗浄機備品購入費

16,382 
2,232 ゜2,217 

（款）資本的支出（項）企業債償還金（目）企業債償還金

◎下水道•河川 0下水道の整備・管理

|企業債償還金 【

【 事業の内容 】

・下水道事業の財源として借り入れた市債に係る元金償還金を支出した。

下水道経営課 ］ | 

［
 

事業費

当初予算額
】
予算現額

3,514,810 3,514,810 
く支出内訳＞

企業債償還金元金償還金

支出済額

3,514,810 
翌年度繰越額

（単位：千円）

不用額

く主な特定財源＞

・地方債

゜当初1 算額 支出済額

3,514,810 3,514,810 

1,023,700 

（款）資本的支出（項）長期貸付金（目）長期貸付金

◎下水道・河川 0下水道の整備・管理

巴
【 事業の内容 】

• 水洗化改造家屋等に対する貸付けを行った。

［
 

下水道経営課 ］ | 

【 事業費

当初予算額
】

予算現額 出済額 翌年度繰越額

7,356 I 7,356 I 1,710 
く支出内訳＞

長期貸付金くみ取り便所改造工事資金貸付金

• 浄化槽機能廃止工事資金貸付金

（単位：千円）

不用額

5,646 

額支出済額

436 0 
6,920 . 1,710 
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